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 はじめに日本政治の研究において，国会議員の前職として官僚と共に地方議員や首長などの地方政治家がかなりの割合を占めていることは，多くの研究によって明らかにされてきた（近年の研究として，福元，２００４；馬渡，２０１０）。地方政治家出身の国会議員が地方政治レベルではどのような経歴を辿ってきたのか，または地方政治家出身の国会議員は国政進出後どのようなキャリアを築いていく傾向にあるのかなど，地方政治家出身の国会議員のキャリアパスについて先行研究が明らかにしてきた点は多い。しかし，筆者の知る限り，先行研究が主に対象としてきたのは国政選挙で議席を獲得し，晴れて国会議員の栄誉に浴した地方政治家のみであり，国政選挙に立候補したものの落選の憂き目に遭った地方政治家はあまり注目されてこなかったように思われる。地方政治家がそもそもなぜその地位を捨てて国政に進出しようとするのか， そしてどのような地方政治家が国政選挙において鞍替え立候補するのか（もしくはしないのか）等，地方政治家が国政選挙へ鞍替え立候補するというキャリアの上昇志向に基づいた行動そのものに注目した研究はこれまでなかったように思われる。このように日本政治研究においては地方政治家の国政選挙における鞍替え立候補が注目されることはほとんどなかったのに対し，他の民主主義諸国，例えばアメリカにおける州議会議員の連邦議会選挙への鞍替え立候補に注目した研究は非常に多い。現職の州議会議員より高い公職を望む志向（progressive ambition）を持つ地方政治家は，州議会においてどのような立法活動を行い，そしていつ連邦議会選挙に立候補する決断をするのか等，地方政治家の国政選挙への鞍替え立候補について多くの理論的知見が積み重ねられてきた（例えば，Schlesinger，１９６６；Rohde，１９７９；Herrick and Moore，１９９３；Maestas，２００６）。これらアメリカの州議会議員の連邦議会選挙への鞍替え立候補に注目した研究は，政治家のキャリアパス研究としてのみではなく，候補者の戦略的参入や現職優位現象の研
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非常に困難になりつつある。国会議員を目指す都道府県議会議員は，初めて国政選挙に立候補する際に政党ラベルをどのように選択しているのだろうか。かつて地方政治家は国会議員との系列関係に縛られており，政党ラベルを自ら戦略的に選択する余地はないものと捉えられていたが，近年の研究では地方政治家もまた国会議員と同様に戦略的に政党ラベルを選択することが指摘されている（Milazzo and Scheiner，２０１１；Hijino，２０１３）。そこで本研究では，保守系無所属として衆議院議員選挙に立候補した都道府県議会議員の選挙区が戦略的に有利な状況にあったのかどうか仮説を立て，仮説５から７の検証に合わせてデータで検証してみることにしたい。仮説８：当選可能性の高い選挙区ほど，保守系無所属の候補者が衆院選挙で立候補する表５ 地方政治家が立候補した選挙区の戦略的状況表５は，仮説５から８を検証するために，地方政治家が立候補した選挙区３の戦略的状況を，彼らの政党ラベル（衆議院議員選挙立候補時）ごとにみてみたものである。第一に，自党の勝率（平均）についてみると，所属政党によって勝率が異なっていることがわかる。ほとんどの期間において政権の座にあった自民党所属の都道府県議会議員は他党と比べると勝率の高い選挙区から立候補することができており，鞍替えのリスクは低かったことが窺える。仮説５は，自民党から立候補した都道府県議会議員のみ充分に支持されるといえるだろう。他党についてみると，特に保守系無所属（都道府県議会議員時は自民党に所属している場合が多い）として立候補した都道府県議会議員の選挙区は，最も自党の勝率が高い（０．６４）。都道府県議会議員時代は自民党所属であった地方政治家があえて保守系無所属として立候補するのは，保守の強い選挙区で同党間の公認争いがあったことが影響している可能
















／営業別／北野／北陸学院大学／研究紀要１０号　２０６０７／本文／１０若山  2018.02.01 13.35.12  Page 112 
地方政治家の上昇志向に関する研究
－１１３－
タの収集にあたってはスティーブン・R・リード先生（中央大学）から多大なご協力を得た。ここに記して感謝申し上げます。２ この点は２０１４年１１月の日本地方政治学会（金沢大学）における濱本真輔先生（大阪大学）のコメントから示唆を得た。ここに記して感謝申し上げます。３ 比例区単独で立候補した都道府県議会議員は除外して計算した。４ この変数は，値がマイナスになるほど前回選挙で自党の候補者が勝利し，２位の候補者との得票率差が拡がっていくことを表している一方で，他方，値がプラスになるほど前回選挙で自党候補者が敗北し，議席を獲得した候補者との得票率差が拡がっていくことを表している。
〈参考文献〉浅野正彦．『市民社会における制度改革：選挙制度と候補者リクルート』慶応義塾大学出版会，２００６年．ISBN：９７８‐４７６６４１２８３３
Cox, Gary W. Making Votes Count : Strategic Coordination in
the World’s Electoral Systems, Cambridge : Cambridge
University Press.１９９７. ISBN：９７８‐０５２１５８５２７９福元健太郎．「国会議員の入場と退場」，『選挙研究』Vol．１９，２００４年．pp．１０１‐１１０．
Herrick, Rebekah, and Michael K. Moore. “Political
Ambition’s Effect on Legislative Behavior : Schlesinger’s
Typology Reconsidered and Revised.” The Journal of
Politics，Vol．５５，No．０３，１９９３．pp．７６５‐７７６．
Hijino, Ken Victor L.“Liabilities of Partisan Labels :
Independents in Japanese Local Elections.” Social Science
Japan Journal Vol．１６，Issue．１，２０１３，pp．６３‐８５．堀内勇作・名取良太．「二大政党制の実現を阻害する地方レベルの選挙制度」，『社会科学研究』第５８巻第５・６合併号，２００７年．pp．２１‐３２．
Maestas, Cherie D., et al. “When to risk it? Institutions,
ambitions, and the decision to run for the US House.”
American Political Science Review Vol．１００．No．２．２００６．
pp．１９５‐２０８．馬渡剛．『戦後日本の地方議会―１９５５‐２００８』ミネルヴァ書房，２０１０年．ISBN：９７８‐４６２３０５７８７０
Milazzo, Caitllin and Ethan Scheiner. “When Do You Follow
the（National）Leader? Party Switching by Subnational
Legislators in Japan.” Electoral Studies Vol．３０，２０１１，
pp．１４８‐１６１．
Rohde, David W. “Risk-bearing and progressive ambition :
The case of members of the United States House of
Representatives.” American Journal of Political Science
Vol．２３，No．１．１９７９，pp．１‐２６．佐々木毅．『政治改革１８００日の真実』講談社，１９９９年，ISBN：９７８‐４０６２０９８１３７
Schlesinger, Joseph A. Ambition and politics : Political
Careers in the United States, Chicago : Rand McNally &
Company．１９６６，ISBN：９７８‐０５２８６５６３９２
／営業別／北野／北陸学院大学／研究紀要１０号　２０６０７／本文／１０若山  2018.02.01 13.35.12  Page 113 
北陸学院大学・北陸学院大学短期大学部研究紀要 第１０号（２０１７年度）
－１１４－
／営業別／北野／北陸学院大学／研究紀要１０号　２０６０７／本文／１０若山  2018.02.01 13.35.12  Page 114 
